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【札幌校】レストルーム整備事業

魅力あるキャンパス。



事業の内容

・壁、床、天井
全体的に明るいイメージの空間となるよう淡色系にし、個別ブースは暖かい木調の色としました。照明もＬＥＤで自動点灯式に。

・きれい！省エネ！快適！
汚れがつきにくく落ちやすい材質のものにし、少ない水量

で効率よく洗浄できるものにしています。
勿論ウォシュレット付き。

・パウダーコーナー
人の視線を気にせず自分だけの快適な空間を持てるように、

パウダーコーナーをパーソナル仕様にしています。

・ＬＥＤ照明付きミラー
顔全体を美しく照らし、化粧しやすい鏡です。顔に影が

できにくく化粧がしやすくなりました。

・他にも
姿見ミラー、フィッティングボードなど安全のための

緊急ボタンを女子ブースに設置しました。事業概要

本事業に対する寄附金 ～皆様からの【共感】

寄附総額１，４０２千円（寄附目標額１，０００千円／達成率１４０％）

札幌校は移転から３０年以上経過し、施設の老朽

化が著しく、 また、 時代の変化によって学生にとっ

て必ずしも快適とは言えない状況でした。

特にトイレに関しては「古くて汚れが目立つので

新しくしてほしい」「洋式に替えてほしい」「ウォ

シュレットにしてほしい」「化粧スペースを設けて

ほしい」といった声が多数寄せられており、イメー

ジ悪化、ブランド力低下の大きな要因となっていま

した。

これらの要望に応えるため、今回講義棟東側トイ

レの改修整備にあたり、単なる老朽改修ではなく、

綺麗で快適かつ魅力ある新たな空間をづくりの実現

によりブランド力の向上を目指して、整備を行いま

した。

事業期間

令和元年７月～１２月

本事業に、たくさんのご関心と応援をお寄せ

いただきありがとうございました。

皆様からの多大なご支援のおかげで当初の目

標額を達成しましたことに厚くお礼申し上げま

す。目標額達成に伴い整備事業が開始され令和

元年１２月に竣工となりました。明るく気持ち

が良い、パウダーコーナーが使いやすいなど、

早速良い評判を学生から伝え聞きます。

今後も、教員から学生へ、在学生から志願者

へと札幌校の魅力が伝わるようにキャンパスの

再生・創造を図り、子どもたちの成長を思う教

員を育てることに繋げていく所存です。

札幌校キャンパス長
田 口 哲

本事業は、本学「キャンパス活性化リノベーション事業」の一環として行ったものです。たくさんの
「共感」をお寄せいただき、事業を達成することができましたこと、感謝申し上げます。

NEXT
「より」魅力あるキャンパスへ。

【札幌校】レストルーム整備事業

整備後の間取

・ＬＥＤ照明付きミラー
・パウダーコーナー

パウダーコーナー

・きれいで快適な手洗い
・壁、床、天井も一新


